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松
原
歴
史
ウ
ォ
ー
ク

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
変
遷

渡
辺
康
雲
作
の
阿
弥
陀
如
来
像

　
全
国
で
五
番
目
に
巨
大
な
河
内
大
塚
山

古
墳
を
東
側
に
の
ぞ
む
西
大
塚
一
丁
目

に
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
安あ

ん

養よ
う

寺じ

が

建
っ
て
い
ま
す
。
山
号
は
紫し

雲う
ん

山ざ
ん

と
い
い

ま
す
。
江
戸
時
代
以
降
、
西
本
願
寺
を
本

山
と
し
て
、
丹た

ん

北ぽ
く

郡
西
大
塚
村
の
檀
那
寺

と
し
て
信
仰
を
受
け
継
い
で
き
ま
し
た
。

　
昭
和
四
七
年（
一
九
七
二
）
に
再
建
さ
れ

た
本
堂
に
二
体
の
阿あ

弥み

陀だ

如に
ょ

来ら
い

立
像
が
祀

ら
れ
て
い
ま
す
。
中
央
に
立
た
れ
て
い
る
の

が
本
尊
で
す
が
、
そ
の
右
側
に
客
仏
が
見
ら

れ
ま
す
。
本
尊
は
信
仰
の
対
象
で
あ
り
、
間

近
か
に
接
す
る
こ
と
は
か
な
い
ま
せ
ん
が
、

客
仏
は
玉
井
教
雄
住
職
の
ご
好
意
で
、
調
査

が
で
き
ま
し
た
。
様
式
か
ら
二
体
と
も
江
戸

時
代
前
半
ご
ろ
の
作
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
客
仏
の
背
面
に「
宣せ

ん

正し
ょ
う寺じ

門
徒
但た

馬じ
ま

国
七し

ち

味み

郡
村む

ら

岡お
か

村
大お

お
向む

か
い総

道
場
」と
刻
ま
れ
て
い

ま
し
た
。
日
本
海
側
の
但
馬
国
、
今
の
兵

庫
県
で
、
七
味
郡
村
岡
と
は
江
戸
時
代
、
七し

ち

美み

郡
村
岡
村
を
指
し
、
現
在
の
美み

方か
た
郡
香か

美み

町
村
岡
区
村
岡
に
あ
た
り
ま
す
。
山や

ま

名な

氏

の
村
岡
藩
が
置
か
れ
た
村
岡
の
中
心
街
を

流
れ
る
湯ゆ

舟ぶ
ね

川
の
対
岸
に
広
が
る
地
域
が

大
向
で
し
た
。
そ
の
地
に
浄
土
真
宗
本
願

寺
派
の
宣
正
寺
が
あ
り
、
同
寺
の
本
尊
だ
っ

た
の
で
す
。
昭
和
三
十
年
代
に
廃
寺
と
な
っ

た
の
で
す
が
、
そ
の
時
、
住
職
と
し
て
寺

を
守
っ
て
い
た
の
が
安
養
寺
現
住
職
の
父
、

玉
井
教
泉
氏
で
し
た
。
同
氏
が
の
ち
、
安
養

寺
住
職
に
就
か
れ
た
際
、
宣
正
寺
阿
弥
陀
如

来
像
を
客
仏
と
し
て
移
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
本
像
は
ホ
ゾ
木
で
台
座
が
組
み
合
わ
さ

れ
て
い
る
の
で
す
が
、
ホ
ゾ
木
を
抜
く
と

そ
こ
に
は「
康こ

う

雲う
ん
」
の
文
字
が
墨ぼ
く

書し
ょ
さ
れ
、

刻こ
く

印い
ん

も
お
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
康
雲
の
姓

は
渡
辺
氏
で
、
京
都
の
岡
崎（
現
京
都
市

左
京
区
）に
住
み
、
西
本
願
寺
に
所
属
し
て

い
た
仏
師
で
し
た
。
西
本
願
寺
派
の
寺
々

の
本
尊
を
各
地
で
た
く
さ
ん
彫
っ
て
い
ま

し
た
。
松
原
で
も
高
木
村（
北
新
町
）
の
円え

ん

成じ
ょ
う寺じ
や
反は

正じ

山や
ま
村（
上
田
）
の
善ぜ
ん

法ぽ
う
寺じ
（
廃

寺
）な
ど
の
本
尊
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

　
玉
井
住
職
に
教
え
て
い
た
だ
い
た
の
で

す
が
、
こ
の
康
雲
の
文
字
が
、
安
養
寺
本

尊
の
阿
弥
陀
如
来
像
に
も
記
さ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
私
は
実
見
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
遠
く
離
れ
た
両
像
が
同
じ
本
堂

内
に
祀
ら
れ
、
康
雲
作
と
い
う
深
い
縁
を

感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
本
堂
軒
先
に
は
太
鼓
が
掛
け
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
も
今
回
、
新
た
な
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
太
鼓
は
数
年
前
に
牛
皮

が
張
り
替
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
も
と
も
と

は
江
戸
時
代
末
期
に
つ
く
ら
れ
、
明
治
初

期
に
修
理
し
て
い
ま
し
た
。
ケ
ヤ
キ
の
胴

中
に
は「
河か

州し
ゅ
う石
川
郡
富と
ん
田だ

村 

細さ
い
工く

主 

嘉か

右
衛え

門も
ん

」「
安あ

ん

政せ
い

六
巳

み
ず
の
と

未ひ
つ
じ歳

八
月
廿
七
日
」と

｢

明
治
四
歳（
中
略
）
河か

刕し
ゅ
う石

川
富
田
里 

紙

谷
正
三
郎
」と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。「
安
政

六
年（
一
八
五
九
）
八
月
に
、
富
田
村
、
今

の
富
田
林
市
若
松
町
に
い
た
細
工
人
の
嘉

右
衛
門
が
つ
く
っ
た
も
の
で
す
。
そ
れ
を

明
治
四
年（
一
八
七
一
）、
同
村
の
紙
谷
正

三
郎
が
再
度
取
り
扱
っ
た
の
で
す
。

　
幕
末
期
、
太
鼓
が
つ
く
ら
れ
た
十
年
ほ
ど

前
、
安
養
寺
に
は
一い

ち

来ら
い
房ぼ
う
と
い
う
僧
侶
が
い

た
よ
う
で
す
。
本
市
立
部
と
羽
曳
野
市
南
恵

我
之
荘
に
ま
た
が
る
小こ

土づ
ち
墓
地
は
、
立
部
や

西
大
塚
の
共
同
墓
地
で
す
。
墓
地
を
入
っ
て

す
ぐ
左
側（
西
側
）の
道
路
際
に
、
古
い
和
泉

砂
岩
が
目
に
つ
き
ま
す
。
安
養
寺
を
守
っ
て

い
た
一
来
房
の
墓
で
す
。
表
面
に「
池い

け

坊の
ぼ
う門

人 

一
来
房
」、
側
面
右
側
に「
嘉か

永え
い

四
年
辛
か
の
と

亥い

四
月
廿
二
日
」、
左
側
に「
西
大
塚
邑む
ら 

安

養
寺
住
」、
台
石
に「
社
中
」と
あ
り
ま
す
。

　
池
坊
は
華か

道ど
う

家
元
と
し
て
有
名
で
す

が
、
も
と
も
と
僧
籍
を
持
ち
、
華
道
は
仏

に
供
え
る
仏
花
か
ら
お
こ
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
嘉
永
四
年（
一
八
五
一
）
四
月

に
亡
く
な
っ
た
安
養
寺
の
僧
が
池
坊
の
門

人
と
し
て
名
を
な
し
て
お
り
、
檀
家
だ
け

で
は
な
く
、
幅
広
く
華
道
の
世
界
で
も
活

動
し
て
い
た
こ
と
が
想
像
で
き
ま
す
。
池

坊
の「
社
中
」
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
て
い
る

の
も
、
そ
の
証
し
で
し
ょ
う
。

　
昭
和
五
十
六
年（
一
九
八
一
）
四
月
、
本

堂
再
建
十
周
年
を
記
念
す
る
法
要
が
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
こ
の
時
、
大
谷
光こ

う

照し
ょ
う西

本
願
寺

前
門
主
が
来
寺
さ
れ
、
御
親
修
の
栄
誉
に
浴

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
泉
氏
が
長
年
、
皇

居
の
勤
労
奉
仕
を
続
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
か

ら
、そ
の
死
に
際
し
、平
成
十
年（
一
九
九
八
）、

宮
内
庁
の
持
従
を
通
じ
て
、
天
皇
・
皇
后
両

陛
下
か
ら
い
た
だ
い
た
お
言
葉
を
記
し
た
石

碑
が
本
堂
前
に
見
ら
れ
ま
す
。
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▲太鼓の胴中に見られる墨
書（左：安政6年、右：明治4年）

▲安養寺住職の墓　（立部・
南恵我之荘の小土墓地）

▲安養寺（西大塚1丁目）　山
門から本堂・鐘楼をのぞむ。

▲安養寺本尊（左）と旧宣正
寺仏（右）


